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1992年8月 、スペ イ ンの コス タブラバで開催 され
る生殖 医学 に関す るシ ンポ ジウム に参加 す る機会 を
利用 して、ロ ン ドンか ら、 ダブリンを経 由 して、24
時間 にも満 た ない、慌 しい ゴル ウェイ訪問が、私 が
ア イルラン ドと関 わ りを持 った最初 であった。ユニ
バーシ ィテ ィカ レッジの生化 学教室 のFottrell教 授
との研究 に関す る意見交換 が目的であった。 この教
室では唾液中の プロゲステ ロ ンなどの性 ステロイ ド
ホルモ ンの測定の開発 が行 なわれてお り、協同研 究
の可能性 につ いて話 し合 った。
東海岸の ダブリンか ら、西海岸の ゴルウェイまで
は、丁度、 アイル ラン ドを横 断す る形 で、鮮 やかな
グリー ンの クローバ ーのマー クの アイ リンガスとい
う航空 会社の小 さなプロペ ラ機 を利用 した。片側 は
1人 席 、 もう一方は2人 席 で、ケル ト系 らしい、大
柄 のスチ ュワーデスは、立 ち上が った時 は常 に首 を
曲げて いなければな らない ほどで あった。
空港 には、ガ リバ ーの国 らしく、大男 のFottrell
教授 が 自か ら出迎 えて くれた 。早速彼の車で研究







幸 い、この唾液 中の性ステロイ ド測定の開発 計画
は、 日本の企 業か らの研 究費 も導入 され、1994年 か
ら玉手健 一助 手が一年間、 アイル ラン ドに留 学 して
測定法 を確立 させた。 この間にも私 は2回 、研究打
ち合 わせのためゴルウェイ を訪 問 して いるが、特 に
印象的 だったのは1995年1月17日 の神 戸の震 災の時
で あった。 ゴルウェイ倒 着当 日、何 気 な しにテ レビ
を見て いると、関東大震 災の様 な映象 が映 った。そ
れがその時 の神戸 に起 こっていることだ と判 断で き
るまで には、少 し時間が必要で あった。神戸 には親
しい友人 も居 り、電話 をしたが、 なかなか通 じず イ
ライラと気を もんだ。翌 日、コロ ンブスが、アメ リ
カ大陸発見 の旅 に出 る時 、最後 にヨー ロッパ を離 れ
る時立寄ったとい う教会に行 くと、私 が日本人であるこ
とを知ったアイルラン ドの人々が、会 う人 ごとに、なぐ
さめと、心のこもったお見舞いの言葉をかけて来て、そ
の素朴で人 情に溢れたアイリッシュ気質力沁 に浸みた。
1995年 には文部省の在外研究員 と して、高岡康男
助手が留学 。今度 はエス トラデ ィオール測定 の開発
教授 石 川 睦 男
が 目的で あった。唾液 によるホルモ ンの測定技術 が
確立ず ることにより、非侵襲的、連続的 に しか も家
庭 で検体 を採取 す ることが可能 とな り、黄体機能 、
ホ ルモ ン補充療法 の評価 が極 めて容易 となった。
数年 に亘 る研究交流の結 果、本年6月 より外国人
特別留学生 と して、今度は ゴルウェイか ら、Mark
Griffin君 が1年 間の予定で来旭 した。彼 は到着直後
か ら、婦人科癌の分子生物学的研究 を精 力的 に行 な
っている。今 やほとん どなくなった、手作 りパ ンを
120年 続 けて作 ってい る老舗のべ 一カ リーの三男で
ある彼 は、小 さなゴルウェイの町 のとびっきり美人で
明かる く、人気者で あるお母 さんの子 ら しく、その
積極性 と明か るさは、他 に4人 居 る外国人留学生 に
も故国 を離れた さび しさを忘 れ させ ることにも役立
っているよ うである。
アイル ラン ドのナ ショナルカ ラーは明 かるいグ リ
ー ンで私の好 きな色 であるが、それは雨 が多 く、一
年中グ リー ンのあせ ることのないアイル ラン ドの 自
然 に負 うところが多いよ うである。 そのせいか、 ア
イル ラン ドの人は実 にゴル フが好 きで、散歩 をす る
様 な気分でゴルフをす る様で ある。 夕方ハー フだけ
とか休みの 日に朝7時 位 にフ ラリとクラブハ ウスを
訪れ、車の中か ら、キ ャデ ィバ ックの キャリー を引
き出 し、それにキ ャデ ィバ ックを積 んで ゆっくり回
る。 コースは日本の手入 れの行 き届 いた芸術作品の
様 なもの とは異 なり、 ラフは きつ く、荒れているよ
うに さえ見 える。 しかも、 リプ レイス、OKは プラ
イベ ー トで あっても しない様で ある。Fottrell教 授
夫妻 も、 ことの外ゴルフは好 きらしく、何度 か誘 われ
てプ レー を したが、腕前は仲 々の ものであった。一
見 、手入 れをしていない様 に見えるコースだが、毎
日、 きっち り芝刈 り、水や りは されてい ることは、
アイルラ ン ドの ゴルフコースの名誉のために付 け加
えておこ う。要するに、 自然のあ りの ままの状態 を
大切 に保 ってい るとい うコースなのであ ろう。
アイルラ ン ドの学生 は大変に勤勉 で、 よく勉強 し
てお り、素晴 しい人材 が育 ってお り、今 や、 アイル
ラン ドの経済 は ヨーロ ッパで一番の経済成長 率を誇
る様 になって来 ている。
アイル ラン ド讃歌 になって しまった様で あるが、
ヨーロ ッパ大陸 とアメ リカに狭 まれた、ユ リシーズ
を書 いた ジ ョイスの国、アイルラ ン ドは、私 の大好
きな国の1つ となった。
ギネス発生 のアイルラン ドのパ ブについては又、




過 日 『卒業後10年 に思 うこと』 とい う企画で文章
を書 くことを依頼 され、突然の ことに困却 すると同
時 に、同様の題 名の文章 がの ってい る『か ぐらおか』
を斜 め読み し、す ぐ捨 てて しま う(ご めんな さい)
ことを繰 り返 して まい りま した が、遂 に己 もその逆
の立場 に立 って しまったことが当然 なが ら信 じられ
ず、荷 も大学の公的 出版物 に自分の顔写真 と拙文 が
晒 されるこ とを想像 して何 とも言 えない気持 ちにな
ったものです。
ところで考 えてみ るに、何 故 この よ うな企画 が存
在す るのか とい う疑 問にぶ ちあた るわけです。新入
生 、新卒生 に生 きの良い将来の抱負 、意気込 みを述
べ させ るのな らば理解 で きます が、私のよ うな卒後
10年 もたって しまった凡人 に今更景 気の良い話 があ
ろうはず もあ りません。従 って内容 も自ず と勢 いの
乏 しい、過去 を振 り返 る郷愁的 なもの となることは
否 めないわけです。果た して10年 とい う歳 月 にどの
ような意味 があるのであ りま しょうか。
た しかに周 りを見回す と、自分 よ り年下の輩 が多
い始末。其奴 らに大阪万博の アメ リカ館 は東京 ドー
ム とそっ くりだとか、札幌冬期 オ リンピ ック70m級
ジャンプで笠谷、今野 、青地で メダルを独 占 した と
か、アムラーのメイクは往 年の田中真理 の それ とそ
っくりだ などの話 を して も通 じないこと枚挙 に逞 が
ありません。私 は奇 しくも後述す る理由で大学生活
が長 いわけです が、確 か に苦楽 を共 に した同期生 た
ちは大学内であま りみか けませ ん。 また 『旭医だよ
り』(私 は大学の 出版物 であ るとばか り思 ってお り
ました)、 『北 海道医療新聞』 な どをち らちらみてい
ると(こ れ自体 が若 くない証拠)、 どこそ こに開業
して、家族 は妻 と子供2人 、趣味 はゴルフと釣 り云
々などといった写真入 自己紹介 コラムを最近多 くみ
かけ、当然 なが らそこでの写 真の主 の肩書 は『院長』
となってお り、驚愕す ることが度 々あ ります。10年
とい う歳 月はひ ょっ とした ら母 なる大学の傘下 から
離れ、独立す るといった第二 の人生 の転機 となる年
月であ るの かもしれません。 なるほ ど編集委員会の
慧眼 には恐 れ入った次第で あります。
第8期生 小 林 吉 史
ところで私 はと申 します と、臨床医学 と基礎医学
両方 を詔 った経験 のあ る人間で あ ります。 もちろん
多数 の大学院生の諸君 もそ うい うことになるで しょ
うが、大学院生は あくまで学生で あります。内容 が
伴 わず とも両方 を助 手 とい う肩書で5年 ずつ暮 らす
醍醐味 を経験 した私のよ うな人間は本学卒業生 の中
にはあ まり存在 しないので はないかと認識 してお り
ます。いつの まにか10年 とい う歳 月は私 を して この
よ うな希有 な人間 に して しまったのです。 このよ う
な顛末 を10年 前 に誰が予測 したで あ りましょ うか。
改 めて10年 おそるべ しで あ ります(後 輩諸君!貴 君
らもいず れ何 らかの形 で同様の感慨 を持つで あ りま
しよう)。
さて私 はこの よ うな道 を歩んで きた関係上、 どち
らの世 界の長所 も短所 もある程度はわかって いるつ
も りでお ります。編集委員会 もこの辺 を狙 った人選
で あったので あろ うと想像 してお ります。 しか し、
ここで両者 の長短 を述 べ ることは この文章 の意図す
るところで はご ざいませ ん し、 それは全 く意味の な
いことであ ります。
この10年 を過 ご した上で得 たこととい えば、形而
下では学位記 と耳鼻咽喉科 専門医の認定証 のみであ
ります。 しか し医学の柱 である臨床医学 と基礎 医学
の両柱 を体験 させて いただいたことは人生 において
大変有意義 なことで あ りました し、 かつ その間 を楽
しく過 ごさせていただいた とい う思 いが非常 に強 く
あ ります。ま さに限 られた人生 の中で いろいろなこ
とを少 しで も多 く経験 す るとい うことがおも しろく
世 を過 ごす秘訣の よ うな気が します。後輩 の諸君に
は、特 に若 い うちは 『歴 史派』 よ り 『地理 派』 とな
ることをお勧 め します。
最後 にこの場 を借 りて今 まで私 を支 えて下 さった
多数の関係 者の方 々に心 よ り感謝 いた します。
(耳鼻咽喉科)
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私 に とっての 日本
内科学第三講座
サ ン トス セ ベ リー ノ バルボーザ ドス
私はブ ラジルから留学 しているセベ リーノ ・サ ン
トスです。現在、旭川医科大学大学院博 士課程 に在
籍 し、内科学第 三講座 で研究 して います。
私の専門は消化 器病 学 お よび消化 器 内視鏡 で、
1991年 か らブ ラジル第3の 都 市 レシフェにある国立
医科大学 で診療 ・教 育 ・研究 に従事 して いました。
日本での研究 を終 えてか らは、再 びこの分野 で仕事
を続 けて行 こ うと思 っています。
日本の文部 省か ら卒後研究員 と して選 抜 されてか
ら約5年 、当地 に来 てか ら3年 が経 ちました。 なぜ
自 らの研究 の地 として、日本 を選 んだか を考 えてみ
ると、最 も大 きな理由 は世 界的 に有名 な口本 の高 い
内視鏡診断 ・治療技術 と高性能 の内視鏡 がす ぐ予元
にあることが挙げ られます。 これ によって、 日本人
に多い胃癌 において 、非常 に早期 におけ る診断 が・∫
能 とな り、患者 の予後の改善 とqualityoflifeの 向
上 に直接結 びついています。最近 では、大腸癌 にお
いて も同様の ことが言 えます。
私 は、私達 ブラジル人は消化 器癌 の早期診断 と治
療 に関 して、 日本 か ら多くの ことを学ぶ べ きで ある
と確信 してい ます。 その意味 で、 この大学 において
さま ざまな設備 を使用 して研究す る機会 を与 え られ
たことにとても感謝 してい ます。
私の教室 の教授で ある高後 裕先生 には、励 ま し
と有意義 な討論 を していただいています。 また、研
究 プロ ジェク トの直接 の指導教官で ある薦田知史先
生 に対 しても、現在 まで受 けてい る助 力 と指導 に感
謝 申 しF.げ ます。当地 での臨床 および基礎 科学の学
習は、私 にブラジル に帰 ってか ら成すべ きことを教
えて くれ、またや る気 を与 えて くれて います。す な
わ ち、患者の病 気が進行す る前 に診断 し、治療す る
ことによってよ り良 いqualityoflifeを 私の患者 に
授 けることです。
ブラジル と日本 とは経済 ・政 治の分野で も強 い絆
で結 ばれています。昨年は両国の国交100年 記念の
年で あり、3月 にはCardoso大 統領 が来 日 しま した。
また、n年 の8月 には橋本龍太郎総理大臣 が相 互訪
問のためブ ラジルを訪 れて います。
日本のサ ッカー界では、 口本人 の選 予達 と共 にブ
ラジル人の選手や コーチ達 の存在 が多 くの影響 を与
えて、サ ッカーをより楽 しいものにす ることに貢献
してい ます。 ブラジルには海外で最 も多い130万 人
の 口系人が住み、 また 口本 には17万 人以上の ブラジ
ル人(多 くは[系 ブラジル人)が 住 んで います。
最後にな りま したが、旭川医科大学で私の専 門分








4月 から3ヵ 月に亘 った解剖実習 を終 え早 くも4
ヵ月が過 ぎようとしてい ます。実習 は突然 と始 まり
ました。三年生最初 の講義の 日、4月8日 午後、一
旦 講義室 に集合 した三年生 は簡単 な説明の後、す ぐ
に解剖実習室 に移動 しま した。あの静 け さの中で始
まった解剖学実習 は今 も忘 れ ることが出来 ません。
これまで医師 を志す先輩達 が必ず通 った道 を、我
々が今通 らん として いるの を感 じず にはい られませ
んで した。 それ にも増 して、 目の前に横 たわる尊い
御遺体 を前 に して言葉 が出 ませんで した。 この御遺
体 はこれから3ヵ 月間 我 々の先 生 とな るの だ と考
えた ら手 を合 わさず にはい られ ませんで した。
献体 して頂いた御遺体は どこも無駄 にはで きませ
んで した。 どの部分 を解剖す るにして も大事 に解剖
しなければとい う気持 ちが先行 しました。 その ため
に実習が遅 々と進 まなかったことも数 多 くあ りま し
た。で も、根 気 よく続 けることが この御遺体 に対す
る恩返 しだと思い頑張 りま した。
解剖実習は素晴 らしいもので した。紙 に書 いた物
よ りも何 白倍 も、いや何千倍 も素晴 らしいもので し
た。顔は誰一人 として同 じでは ないよ うに、人体の
内 部も誰1人 として同 じでは ないこ と、また決 して
教科書や図譜の ようにその ままにな っていないこと
を身 をもって実感 しま した。 これは解剖実習 を行 な
わなければ分か らないことだ った と思 います。
解剖実習 を行 なって いた3ヵ 月間 はあっとい う間
に過 ぎて いきました。今思 うともっ ともっ と見 てお
けばよかった と思 うこ とが数多 くあ ります。 もっと
ゆっ くり丁寧 にやれば うま くで きたので は と思 うこ
ともあ ります。で も、解剖実習 をやってい る時点で
で きるだ けの ことはやった し、 それ につ いては後悔
はあ りません。
実習 を終 え、医学生 としての実感 を新 たに して い
ます。医学部での学習はようや く半分 にさしかかった
ところです。解剖実習 はその ワンステ ップで したが、
人生 を考え、 また将来 自分達 がなる医師 を考 える上
での貴重 な体験 とな りま した。
[一_ 一 二===================コ
解剖学実習を終えて
医学科第3学 年 井上 明子
6月 下旬、約3ヶ 月半 に及ぶ解剖学実 習が終 わっ
た。 お棺 の中に横 たわ る御遺体 を前 にし、最後 に全
員で黙祷 を捧 げた時 、私 は胸 が締 めっ け られるよ う
な想 いが した。 この3ヶ 月半の間 に、 白分 が行 って
きた実習の内容 を思 い浮 かべ、実習 を通 して自分 が
いかに多 くの 事を学ぶ ことがで きた かをあ らためて
感 じ、御遺体への深 い感謝の気持 ちでい っぱいにな
った。同時 に、以前 にも同 じ様 に、 ぐっと抑 えつ け
られるような気持 ちを感 じて いた事 を思 い出 した。
それは、解剖実習の初 日の事で ある。私 は、緊張
感 や不安 を抱 えて実習室へ入 った。先生 か らの指示
で、御遺体 を解剖台の上 に運ぶ事 になり、私 は グル
ープの人達 と共 に御遺体 を持 ち⊥ げた。御遺体 は、
予想 していたよ りもか なり重 く、私は この時 、自分
がこれからやろ うとしていることの重 大 さ、大切 さ
をず っ しりと感 じた。いい加減 な気持 ちでは、決 し
て出来 ないとい うことを実感 したので あった。そ う
して始 まった実 習で あったが、その内容 はとて も充
実 したもので あった。 それまで、実習書や教科 書で
こうい うもので あると習 って きた各臓器の大 きさ、
位置関係 などが、個人 によって実 に様 々で あること
や、それ ら各臓 器が病気 によって どのよ うに変容 し
て しまうかなど、本当に色 々な事 を学 ぶことがで き
た。人体 は、大小様 々な構造 から成 ってお り、 それ
らは、普段 は 目にす ることがで きない ものであるた
め、実 習の毎 日が、驚 きと発 見 の連 続 で あ った。
解剖実習 は、私達 が、今後医学 を学んで い く上で 、
大変ためになるもので あろ う。 この実習 で得 た、様
々な事 を、私 はず っと忘 れは しないだろ う。言葉で
は表 せ な いほ ど多 くの こ と を教 えて下 さった、故





空 手 道 部 今 昔
医学科第4学 年 石川 慶 大
旭川医大空 手道部 は2期 生の加藤 先生 、猪俣先生、
大西先生 を中心 に結成 されま した,7所 属流派 は和道
流 で、旭川地区和道流 支部長で ある中III先生の門下
において発足IIIか ら現 在に至 るまでお世 話 になって
お ります(1発 足当初は、現 在び)ように充実 した設備
の ある武道場 もな く、練 習は大学での練 習のほか街
中の道場 に足 を運 び、 日々技 の鍛練 を されていた、
とい うことてるす,,
空手道の各種 大会にも多数出場 し、好成績 を収 め
ております。歴代 の諸先輩の輝 か しい成績 をあげて
み ます と、国体地 区f選 優勝 、1司大会3位 、東医体
3位h-、 次 々とあげられ ます。
それに続 くべ く、現 在私達 も各種大 会で頑張 って
お ります。最近の成績 としては、組手試 合にお きま
しては東医体ベ ス ト8、4年 石川の国体地区 予選3
位 、3年 樋liの 地区 た会3位 の成績 か ら国体強化選
C
手指定 の名誉 を うけ、 また型 にお きまし ぐは1年 佐
藤 が東医体 においてか なりの高得点 をマ ー クしてお
り、各々の選 アが ・丸 とな り空手道 部全体 がもりあ
がってお ります。
練 習は、旭川地区和道流中山先生 、吉田先生 、西
田先生、合宿時 には藤 田先生、国体北海道代 表選手
で あるT'山 先生 といった諸先生 に、基本 か ら型、組
手 に至るまで教 わってお ります。 また 単に空 ヂ道 の
技術 ばか りでな く、空 手道の こ道 こに表 わ され るよ
うに日本文化の武道 としてあるべ き精神 を日々の修
練 の中で学 んで お ります,,
現在部員は16名 で、練習 は通常の週3回 の練習 と
昼休みの週3日 の練 習 を欠かす ことなくしてお りま
す。 どの選手 も練習時 には自分 に厳 しく、技の鍛練
に励んで おります。同 じ空手道の仲間 と して明 る く
楽 しい雰 囲気で頑張 ってお ります。
これか らも各種大 会L位 入賞、技 の向.1:、精 神の
鍛練 を空 手道 を通 じて修 めて いきたい と思 いますの
で ど うぞよろ しくお願い致 します、,
聖 書 研 究 会
医学科第3学 年 豊島 優人
旭川医大聖書研究 会は、1980年4h8日 に設立 さ
れ ました。 その 当時 の ことはよ くわかりませんが、
私 が入学 した1994年 は毎週木曜iIに 聖書の勉強 会 を
基本 とし、必要 に応 じて臨時の集 会を持 ってい まし
たUそ して 大学祭では、映画E映 会と講演会 を行いま
した、札幌 医大の占田助教授、キリス ト者学生会の波
多主事 、緑 がFr福,,:Hキリス ト教 会の デュエ ック宣教
師 をお呼 び し、様 々 な方面 か らアプローチ した メッ
セー ジが学生のみ ならず 外部の 方々にも好評で した,,
現 在は、試験期 間中 を除 き毎週水曜 日に聖書 の勉
強 会をしてい ますり
聖書は、3000年 にわた り、国境 を、民族 を、言葉
の違 い を越 えて読 まれ続 けて い るたった一・冊の本
です。 そ して この一冊 が人類に与 えた影響は とて も
大きい。
近代科学の創始者 のひと りであるニュー トンは生
涯 、徹底 して聖書 を信 じま したU科 学 と聖 瀞が矛盾
す るとよ くいわれますが、彼はむ しろ聖書 を根底 に
置 いて研 究 を行 な い ま した。科 学者、数学者、作
家で もあったパスカルは個人的 に聖書 をその まま信
じてい ましたO誘 導電 流 を発 兄 したフ ァラデー は
「聖 Rが 語 るところで我 々も語 る」 とい う態度 を貫
きま した。
聖書は 多くの 人が 度 手に して開いたことが ある
と思い ますが、 とて も厚 くて途 中で投 げ出 した人 も
いるで しょう。小 さなサークルですが、聖 書を読 んで
みたい方 は学生 に限 らず誰で もぜ ひ顔 を川 してみて
くだ さし㌔
クラブの今昔 について書 かなければな らなか りた
ので すが、昔の ことはよ くわからないので クラブ紹
介の よ うになって しまいま したが、これか らも聖書
研究 会では聖書 を読んで いきたい と思 いま 凱,
研 究 室 紹 介
■ 英 語 ■ 講師 内藤 永
平成8年 看 護学科設置 と共に英語研究室 は、教官
が1名 増 え、山崎推人助教授 、サ イモ ン ・ベ イリー
外国 人教師、そ して内藤 の3名 となった、,
英語研究室 は講義実習棟4Fに あるが、各教官室
はそれぞれ独 立 し、研究 対象もそれぞれ異 なる。lll
崎助教授の部屋 には、英語関係の 酔物 に留 まらず、
言語学一般 、中国語の専門 井が並 んで いる。最近 、
英語 と中国譜の比較研 究 につ いて発表 を したが、そ
の アイデ ィアは、パ ッチワー クの丘 を眼 ドに したグ
ライ ダーの中で生み出 された ものだろ うか。 イギ リ
ス出身のベイ リー教師の部屋 は、ほの かに紅茶の香
が漂 い、英語教育関係 の本 が所狭 しと並んで いる。
カリキュラム以外 にも、ESS、 職 員対 象のh会 話
を主催 し、ケ ンブ リッジ英語試験委 員を務め るなど、
英語教育発展 に大 きく貢献 している。 かつての一般
教育 セ ミナ ー室 が内藤 の研 究室 で あるr、当初テー
ブル 、パ イプ椅fし か なか った 部屋 も、す っか り
研究室 らしくなった(環 境整備 に御尽 力 くだ さった
先生方に心か ら感謝 します)。 真新 しいis棚 にあ る
のは、生成文法関係の書物 ばか りである。 まだ空 間
L二二二二_}
が目立つ書棚で あるが、研究 分野の拡張 と共 に徐 々
に埋.められて い くことを期待 して いる。
研究対 象がそれぞれ異 な るものの、教 育面 では、
三人が 「実践英語」 とい う共通のテーマ を持 って取
り組 んでいる。CNNニ ュース、BBC放 送 、 イン
ター ネッ トの記 事など、最近の メデ ィアを駆使 して
リスニ ングカ、速読 力の向上 を目指 す一 方で、伝統
的 に弱点 分野 と言われてい る、英 会話、 そ して 英作
文の指 導に力を入れてい る。受験英語の枠か ら抜 け
出 ることので きない学生 に とってi初 かな りの戸惑
いを覚 えるよ うで あるが、zl世 紀の情 報化社 会 に対
応で きる英語 力を是非身 につけて欲 しいと願い、奮闘す
る毎 目である,,LL準 備室には、学生が自山に利用でき
るリスニング教材が準備 されていることをお忘れなく!!
美声の持 ち セ伊林事務補助 員がお侍 ちしています。
___二]
解 剖 体 慰 霊 式 体育大会実施される
平成8年 度解剖体慰霊 式が、9月2511(水)午 後1時
30分 か ら本学体育館 において執 り行 われま した。
式に参加 した御遺族 ・御来賓 ・本学教職 員 ・学生
は、本学の教 育及 び学術 研究 のために尊 い御遺体 を
提供 され、医学発展の礎石 となられた129名(病 理解
剖45名 、法医解剖53名 、系統解剖31名)の 方々の御







恒例 の学生主催 による体育 大会が、9月4L」(水)に
実施 された。
今年は、看護学科の学生 も加 わった ことによ り、
各種 目とも昨 年以上の盛 りf:が りを見せた大会 とな
り、さわやかな秋空の下 、学 年の 名誉 をか けて、卓
球 をは じめ各種 口に、賞品の ビールなどの獲得 をめ
ざ し、熱戦 が繰 り広 げられた。
なお、各種 目の優勝 学年は次の とお りです。








































学校 を卒業 し、希望に燃 えて本
学に入学、熱心に勉学に励む一
方、課外活動でもラグビー部に
所属 し活躍 す るなど明朗、快活 な学生 で したが、志
半ばで不帰の人 とな りま した。
ここに謹 んで山田君の御冥福 をお祈 りいた します。
(学生課)
スキー教室参加受付中
恒例の スキー教室(定 員40名)を 、今 年 も12月19
日㈲ ～20日 ㈹ の2日 間にわた り北 大雪 スキー場で行
い ます。
締切 りが間近(12月10日 ㈹)で す。早 めの申 し込
み を待 ってい ます。(学 生課)
旭川医科大学公開講座実施 される
本年度の公開講座 はニュー北海ホテル を会場 に、
10月1日 から31日 までの間実施 され、 「酒 の功罪 と
健 康」のテーマで10回 の講義 が行 われま した。
この公開講座 は、大学開放事業の一環 として、市
民 に学習の場 を提供 す る目的で毎年行 われているも
のです。
今回のテーマは、内科学第二講座 の牧野教授 が実
施責任者 と して企画 された もので 、10名 の講師 がユ
ーモアを交 えなが らわかりやす い講義 を し、受講者
が熱心 にメモ を取 る様子 などか ら、今回のテーマ に
対 する関心の強 さが伝 わって きま した。
(学生課)
教 官 の 異 動
昇任96.9.16集 中 治 療 部 講師 藤本 一弘
辞職96.9.30産 科 婦 人 科 講師 佐 々木公則
昇任96.10.1産 科 婦 人 科 講師 林 博章
昇任96.11.1麻 酔科蘇 生科 講師 赤 間 保之
x2xxxxxx2xxxxxxxxxxxxtxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxxx
糾
阿 部 典 子
基礎看護学講座 より
管理棟1階 の図書館の手前左手 にある、かつての


















本語 と英語 が混 じった り、や さしい漢字 を思 い出せ
ないことがある。
基礎看護学講座 のス タッフ3人 は、学生が看護 を
は じめて学ぶ看護基礎理 論や生活援助論1を 担当す
ると共 に、将来 に向 けて看 護学科の基盤 をつ くるべ
く看護基礎教 育課程4年 間の構築 にあた ってい る。
看 護基礎教 育では社会の急速 な変化 の中で、その
社会 に対応 し得 る基盤や問題解決の プロセス を踏 む
能 力、統合す る能 力、他の医療者 と協 力す る能 力、
そ して学生 が自ら成長 してい く能 力をっ けることが
求 め られて いる。看護基礎 教育課程の中で これ らの
能 力 を育成 して いくには、入学当初 から一 貫 して学
生 が自 ら学ぶ方法 と姿勢 を形成 して いかなければな
らない。 そのため に我 々は、入学 して高校 まで の学
習 とのギャ ップに戸惑 う学生が、自 ら学ぶ体験 がで
き、自分 に適 した学習 方法 がわか り、宅体的 に学 ぶ
姿 勢 を無理 な く形成で きるよ うな基礎看護学 の教育
方法 を検討 し、 カリキュラムの中に位置づ けてい き
たい と考 えて いる。
現在 おこなってい る生活援助論1で は、学生 自身
が看護課程 を基盤 にした生活援助 の考 え方や、基本
技術 の演習 を通 して自 ら行動形成 してい く姿勢 ・方
法 を身につ けることに力をいれてい る。
看 護学 科 開設 か ら約 半年。 授業 のために学習環
境 を整 える上で解決 していか なければな らない こと
もまだ多い。 しか し、スタ ッフ3人 で協 力 し、学生
との相互作用 を大切 に しなが ら、教育実践 に真 摯な
気持 ちで取 り組 んでい きたい と思 う。
(看護学科 助教授)
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